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次ページに続く 

標
記
会
議
（
川
邊
浩
一
議
長
）
が

11
月
20
日
、
管
理
棟
４
階
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
事
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

 

■
府
か
ら
の
報
告 

□
取
扱
高
等 

(

令
和
７
年
４
月
～
10
月
累
計
速
報
値) 

前
年
度
比
較
で
、
市
場
全
体
の
取

扱
高
は
金
額
ベ
ー
ス
で
約
3.4
億
円
、

0.7

%
の
減
少
、
直
接
集
荷
は
金
額
ベ

ー
ス
で
約
1.6
億
円
、
2.1

%
の
減
少
。 

 

□
計
量
器
取
替
工
事 

 

期
限
満
了
に
伴
う
水
道
メ
ー
タ

ー
の
取
り
換
え
を
来
年
１
月
に
実

施
す
る
予
定
。
工
事
箇
所
近
隣
に

置
か
れ
て
い
る
備
品
の
移
動
や
一

部
エ
リ
ア
で
の
断
水
に
対
し
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

工
事
日
時
は
事
前
に
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
く
。 

 

□
高
架
下
冷
蔵
庫
棟
の
冷
凍
設
備

更
新 

 

Ｓ
７
、
Ｓ
８
の
冷
凍
機
２
系
統

の
更
新
に
向
け
て
、
現
在
、
予
算
要

求
中
。
Ｒ
８
年
度
実
施
設
計
、
９
年

度
改
修
工
事
を
行
う
計
画
。 

 

■
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
報
告 

□
活
性
化
事
業 

○
ハ
ー
ド
事
業 

➢

青
果
棟
１
階
卸
売
場
１
～
11
番
柱

間
防
鳥
ネ
ッ
ト
設
置
工
事
［
9/27
～
2/28
］ 

 

〇
ソ
フ
ト
事
業 

・
市
場
見
学 

➢

茨
木
市
立
葦
原
小
学
校
［

12/1

(

月)

］
５
年
生 

・
そ
の
他
団
体 

➢

梅
花
女
子
大
学
食
文
化
学
部
管

理
栄
養
学
科
［

11/28(

金)

］ 
 

※
協
力
：
食
品
衛
生
検
査
所 

 

□
維
持
補
修
事
業(

税
抜) 

・
R7
年
度(

～
11/15)

108
件
、
３
千
459

万
円 

 

11/22
～

12/14
の
間
、
青
果
Ａ
ゴ
ミ
置

場
床
面
の
修
繕
を
行
い
、
こ
の
間
、

同
所
は
閉
鎖
。
ご
協
力
を
お
願
い
。 

 

□
ご
み
関
連 

〇
不
法
投
棄 

・
10
月
５
件 

➢
 

対
策
開
始
前
に

比
べ
96.2

%
減
少 

(

投
棄
物)

布
団
他 

(

投
棄
場
所)

水
産
外
周
植
込
み
等 

 

〇
青
果
く
ず
排
出
状
況[()

は
前
年

度
同
月
比] 

・
10
月
単
月
実
績 

➢
排
出
量

69.86
㌧(+

44.88
㌧
、+

179.7

%) 

➢
処
理
費
用(

税
抜)

150
万
１
千
990

円(+
98
万
９
千
900
円
、+

193.3

%) 

 

・
４
～
10
月
の
累
計 

➢

排
出
量

497.46
㌧(+

65.58
㌧
、+

15.2

％) 

➢

処
理
費
用(

税
抜)

１
千
69
万
５
千

390
円(+

184
万
１
千
848
円
、+

20.8
％) 

※
処
理
費
用
単
価
ア
ッ
プ(

Ｒ
7.4.1) 

➢

大
量
排
出
は
事
前
に
管
理

セ
ン

タ
ー

ま

で
連
絡
を(

受
け
入
れ
態
勢
及
び
食

品
ロ
ス
削
減) 

➢

Ｒ
８
年
度
か
ら
負
担
割
合
・
負

担
金
額
の
見
直
し
。 

➢

青
果
く
ず
を
外
部
か
ら
持
ち
込
ん

で
廃
棄
し
て
い
る
と
の
情
報
が
あ

る
。
実
状
の
把
握
を
進
め
て
い
る
。 

 

（
常
駐
代
表
者
）外
部
か
ら
の
持
ち

込
み
は
し
っ
か
り
管
理
し
て
ほ
し

い
。
青
果
く
ず
の
処
理
に
伴
う
経

費
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
の
方
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。 

 

（
管
理

セ
ン

タ
ー

）
関
係
者
の
合
意
形
成

が
あ
れ
ば
、
将
来
的
に
は
従
量
制

を
導
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
導
入
に
伴
う
問
題
点
を

含
め
、
検
討
し
て
い
る
。 

 

（
常
駐
代
表
者
）段
ボ
ー
ル
は
青
果

く
ず
に
な
る
の
か
。 

 

（
管
理

セ
ン

タ
ー

）
段
ボ
ー
ル
は
有
価
物

と
し
て
有
償
で
売
却
し
て
い
る
。

な
お
、
事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
は

分
別
が
厳
し
く
求
め
ら
れ
て
お

り
、
青
果
く
ず
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
や

ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら
取
り
出
し
て
廃

棄
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

〇
木
製
廃
棄
パ
レ
ッ
ト
排
出
状
況

[( )

は
前
年
度
同
月
比] 

・
10
月
単
月
実
績 

➢

排
出
量
３
千
910
枚(

▲

340
枚
、
▲

15
枚
／
日
、
▲

８
%) 

tel:(072)636-3698


迫
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
流
行
期 

～ 

〇×

ク
イ
ズ
で
知
識
の
再
確
認 

～ 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市場だより 令和 7 年 11 月 29 日（４） 

《
10
月
》 

《管理センターとりまとめ》 

 

《
４
月
～
10
月
・累
計
》 

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
１
年
を

通
し
て
発
生
し
、
特
に
１０
月
か
ら
５

月
頃
、
冬
期
を
ピ
ー
ク
に
多
発
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
流
行
期

に
備
え
て
知
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

ま
し
ょ
う
。 

 

Ｑ
１ 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
人
か
ら

人
へ
感
染
す
る
（
答
〇
） 

 
  

感
染
者
の
吐
物
や
便
な
ど
を
触

っ
て
感
染
す
る
接
触
感
染
、
そ
の

飛
沫
を
吸
い
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て

感
染
す
る
飛
沫
感
染
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
食
品
を
介
し
て
経
口
感
染

す
る
と
「
食
中
毒
」
が
成
立
し
ま

す
。（
予
防
１
へ
） 

 

Ｑ
２ 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
食
品
中

で
増
殖
す
る
こ
と
は
な
い
（
答
〇
） 

  

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
腸
の
細
胞

で
の
み
増
殖
し
、
食
品
中
で
増
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
予
防
１
へ
） 

 

Ｑ
３ 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

と
、
す
ぐ
に
症
状
が
現
れ
る
（
答 

✖
） 

 
 

一
般
的
に
、
感
染
後
１
～
２
日

で
症
状
が
現
れ
ま
す
。
ま
た
、
感
染

し
て
も
症
状
が
現
れ
な
い
人
も
い

ま
す
。
（
予
防
２
へ
） 

 

Ｑ
４ 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
症
状
が
治
ま

れ
ば
、
他
人
へ
感
染
す
る
こ
と
は
な
い 

（
答 

✖
） 

  

症
状
が
治
ま
っ
て
も
１
週
間
～

１
か
月
程
度
は
便
と
一
緒
に
ウ
イ

ル
ス
が
排
出
さ
れ
る
た
め
、
感
染
の

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。（
予
防
２
へ
） 

Ｑ
５ 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
失
活
さ

せ
る
に
は
、
加
熱
や
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
に
浸
す
以
外

に
、
ア
ル
コ
ー
ル
噴
霧
が
有
効
で

あ
る
（
答
✖
） 

  

ア
ル
コ
ー
ル
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

の
失
活
に
ほ
と
ん
ど
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
。（
予
防
２
と
３
へ
） 

 

【
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の
予
防
】 

 

次
の
３
点
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 
 

（
予
防
１
）
持
ち
込
ま
な
い 

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
食
中
毒
菌
に
比

べ
と
て
も
小
さ
く
、
少
量
で
も
体
内

に
入
る
と
感
染
が
成
立
す
る
の
で
、

調
理
場
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
。
調
理
す
る
人
は
二
枚
貝
を

生
で
食
べ
る
こ
と
を
避
け
、
下
痢
、
腹

痛
、
嘔
吐
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は

調
理
を
控
え
ま
し
ょ
う
。 

 

（
予
防
２
）
つ
け
な
い
・
拡
げ
な
い 

 

調
理
前
や
ト
イ
レ
後
に
は
石
け
ん

を
使
っ
て
充
分
に
手
を
こ
す
り
洗
い

し
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流
し
ま

し
ょ
う
。
感
染
し
て
も
症
状
が
出
な

い
場
合
が
あ
る
の
で
、「
感
染
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
て
、
手
洗

い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

調
理
器
具
類
は
熱
湯
や
塩
素
系

薬
剤
（
200

ppm
で
５
分
以
上
浸
漬
）

で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。 

 

（
予
防
３
）
や
っ
つ
け
る 

 

食
品
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加

熱
し
ま
し
ょ
う
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

は
他
の
食
中
毒
菌
と
比
べ
る
と
熱

に
強
い
た
め
、
死
滅
さ
せ
る
に
は
、

中
心
温
度
85
～
90

℃
で
90
秒
以

上
の
加
熱
が
必
要
で
す
。 

食
品
衛
生
知
事
表
彰 

食
品
衛
生
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
、
功
績
顕
著
に
よ
り
、
㈱
北
部
夘

之
助
様
、
フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ル
ー
ツ

㈱
様
が
食
品
衛
生
関
係
優
良
施
設

と
し
て
、
11
月
５
日
（
水
）、
知
事

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

防 

災 

訓 

練 

11/21(

金)

、
大
阪
北
部
で
地
震
が

発
生
し
た
想
定
で
、
避
難
訓
練
と

被
害
状
況
・
負
傷
者
数
の
模
擬
報

告
を
内
容
と
す
る
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
、
訓
練
に

よ
り
抽
出
さ
れ

た
課
題
解
消
に

取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。 

北果避難訓練の様子 

フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ル
ー
ツ
㈱
様 

㈱
北
部
夘
之
助
様 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11/8(
土)
、
京
阪
百
貨
店
開
業
40
周

年
を
記
念
し
て
標
記
ツ
ア
ー
が
開

催
さ
れ
、
北
果
、
管
理

セ
ン

タ
ー

等
か
ら
も

参
加
し
ま
し
た
。
同
百
貨
店
と
市
場

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

“
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
で
は
、
地

域
の
食
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら

産
地
と
連
携
し
た
“
食
育
イ
ベ
ン

ト
”
を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
お
客

様
に
「
食
の
大
切
さ
」
と
「
地
域
の

魅
力
」
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
“
秋
の
感
謝
祭
”
と
し
て
、

10
年
ぶ
り
と
な
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を

企
画
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
ツ
ア
ー
も
定
員
を
大
き

く
上
回
る
応
募
を
い
た
だ
く
な

ど
、
大
変
な
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

中
で
も
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
特
に

好
評
だ
っ
た
の
が
、
徳
島
県
松
茂

町
で
の
「
さ
つ
ま
い
も
収
穫
体
験
」

で
す
。
豊
作
に
恵
ま
れ
た
畑
で
、
土

の
感
触
を
感
じ
な
が
ら
笑
顔
あ
ふ

れ
る
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
は
、
鳴
門
の
渦
潮
を
望

む
「
渦
の
道
」
や
、
四
国
霊
場
第
一

番
札
所
「
霊
山
寺
」
を
訪
れ
、
徳
島

の
自
然
と
歴
史
・
文
化
に
ふ
れ
る

充
実
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
「
産

地
」「
流
通
」「
消
費
者
」
を
結
び
、

“
食
の
つ
な
が
り
”
を
広
げ
る
活

動
を
今
後
も
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。 
 

協
力
：
Ｊ
Ａ
大
津
松
茂
、
徳
島
県
関
西

本
部
、
北
果 

 

ま
た
、
鳴
門
の
渦
潮
を
望
む
「
渦

の
道
」
や
、
四
国
霊
場
第
一
番
札
所

「
霊
山
寺
」
を
訪
れ
、
徳
島
の
自
然

と
歴
史
・
文
化
に
ふ
れ
る
充
実
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
「
産

地
」「
流
通
」「
消
費
者
」
を
結
び
、

“
食
の
つ
な
が
り
”
を
広
げ
る
活

動
を
今
後
も
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

 
 

 

協
力
：
Ｊ
Ａ
大
津
松
茂
、
徳
島
県

関
西
本
部
、
北
果 

令和 7 年 11 月 29 日 （３）市場だより 

市
場
見
学 

11/14(

金)

～
15(

土)

、「
お
に
ク
ル
」

で
標
記
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
府

の
市
場
紹
介
ブ
ー
ス
と
と
も
に
、
追

手
門
学
院
大
学
（
経
営
学
部
村
上
ゼ

ミ
）
の
皆
様
に
よ
る
食
育
輪
投
げ
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
同

イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
の
一
つ
で
あ

る
茨
木
市
食
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
は
管
理

セ
ン

タ
ー

が
加
入
し
て
お

り
、
セ
リ
ち
ゃ
ん
が
あ
し
ら
わ
れ

た
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
メ
モ

帳
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
賞
品
と

し
て
提
供
し
ま
し
た
。 

～
京
阪
百
貨
店
開
業
40
周
年
記
念
企
画
～ 

徳
島
県
松
茂
・
鳴
門 

収
穫
体
験
満
喫
ツ
ア
ー
開
催
！ 

い
ば
ら
き
郷
土
カ
ル
タ 

…

リ
メ
イ
ク
さ
れ
ま
し
た…

 

お
よ
そ
50
年
前
に
、
当
時
の
小
学

生
が
作
っ
た
郷
土
カ
ル
タ
が
追
手

門
学
院
大
学
（
社
会
学
部
林
勇
気
ゼ

ミ
）
の
皆
様
に
よ
り
リ
メ
イ
ク
さ
れ

ま
し
た
。
当
市
場
も
、
セ
リ
の
賑
わ

い
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

左が 50 年前のカルタ。右がリメイク版。文字は市内随所の
看板の文字を転用。リメイクにより、時代を超えた交流を図
るとされています。10/30～11/1、クリエイトセンターで
開催された「イバラキチェックチャック」にて。 

食 

で
創
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ 

食
育
情
報
交
換
会 

IN
い
ば
ら
き 

追
手
門
学
院
大
学
学
園
祭
で 

「泉
州
き
く
な
チ
ヂ
ミ
」
を
販
売 

～
学
生
の
手
で
大
阪
産
の
魅
力
を
発
信
～ 

経
営
学
部 

村
上
ゼ
ミ 

摂
津
市
立
味
舌
小
学
校(

10/31)

、
寝

屋
川
市
立

国
松
緑

丘
小

学
校

(

11/6)

、
郡
山
敬
愛
幼
稚
園(

11/11)

、
彩

都
敬
愛
幼
稚
園(

11/13)

か
ら
、
総
勢

209
名
の
皆
様
が
市
場
を
見
学
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

文 

化 

祭 

今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
ご
出

品
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

優秀賞左から 
山添京子さん（北果）編物（ストール）、パッチワーク 
入江美佳さん（大果）ねんど細工（ミニパン） 
黒川真美さん（うおいち）ステンドガラス 

協会役員の皆様もご来場 

マイウェイいばらきワークきらり様の作品 

追
手
門
学
院
大
学
総
持
寺
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
園
祭
で
、
管
理

セ
ン

タ
ー

か
ら

提
供
さ
れ
た
泉
州
の
特
産
で
あ
る

「
泉
州
き
く
な
」
を
使
っ
た
チ
ヂ
ミ

が
学
生
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
ま
し

た
。
市
場
で
の
試
食
宣
伝
会
に
続

き
、
関
西
万
博
で
の
泉
州
き
く
な

PR

に
も
活
か
さ
れ
た
取
り
組
み

で
、
来
場
者
が
大
阪
産
食
材
を
実
際

に
味
わ
う
機
会
と
な
り
、
府
内
農
産

物
へ
の
理
解
や
認
知
度
向
上
に
寄

与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
に
と
っ

て
も
、
地
域
と
の
協
働
を
通
じ
て
学

ぶ
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
取
組
み
は
、
大
学
・
生
産
者
が
連

携
し
地
域
産
品
の
魅
力
を
発
信
す

る
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
今
後
の
学
園
祭
や
地
域
イ
ベ

ン
ト
で
の
さ
ら
な
る
展
開
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。（
協
力
：
北
果
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市場だより（２） 第 405 号 

人身事故 1 件 (6 件) 

物損事故 24 件 (38 件) 

 うち市場施設の物損※ 9 件 (22 件) 

 うち車両同士の衝突 15 件 (16 件) 

合計 25 件 (44 件) 

()内は R6年度同時期件数 
 

※トラック車両による市場施設の物損事故 0件 

➢

処
理
費
用(

税
抜)

40
万
５
千
530

円(+

２
万
７
千
510
円
、+

7.3

%) 
 

・
４
～
10
月
の
累
計 

➢

排
出
量
３
万
５
千
870
枚(+

４
千

930
枚
、+
15.9
％) 

➢

処
理
費
用(
税
抜)

370
万
５
千
740

円(+

95
万
５
千
450
円
、+

34.7
％) 

 

・
11
月
実
績(

11/1
～
11/10) 

➢

排
出
量
２
千
40
枚(+
510
枚
、+

25
％) 

 

※
外
部
か
ら
の
持
ち
込
み
禁
止
、

利
用
可
能
な
パ
レ
ッ
ト
の
再
利
用

の
徹
底
を
。 

※
処
理
費
用
単
価
ア
ッ
プ(

Ｒ
7.4.1) 

➢

Ｒ
８
年
度
か
ら
負
担
割
合
・
負

担
金
額
の
見
直
し 

 

〇
一
般
廃
棄
物
排
出
状
況[()

は
前

年
度
同
月
比
］ 

・
10
月
単
月
実
績 

➢

排
出
量
125.63
㌧(

▲

51.69
㌧
、▲
29.2

%) 

➢

処
理
費
用(

税
抜)

102
万
７
千
882

円(

▲

42
万
２
千
918
円
、
▲

29.2

%) 
 

・
４
～
10
月
の
累
計 

➢

排
出
量
924.51
㌧(

▲

165.83
㌧
、
▲

15.2
％) 

➢

処
理
費
用(

税
抜)

756
万
４
千
173

円(

▲

135
万
６
千
791
円
、
▲

15.2
％) 

➢

引
き
続
き
、
削
減
の
協
力
を
お

願
い
す
る
。 

 

□
禁
煙
対
策 

〇
ル
ー
ル
違
反
の
状
況(

4/1
～
11/10) 

➢

通
告
書
交
付(

違
反
者)

累
計
400

件[

場
外
108
件] 

➢

警
告
書
交
付(

再
違
反
者)

累
計

32
件➢

更
に
累
犯
で
入
場
禁
止 

 

□
交
通
安
全
対
策 

〇
場
内
交
通
事
故(

Ｒ７
４
月
～
10

月
度) 

 

（
議
長
）
事
故
は
減
少
傾
向
。
今
後

の
繁
忙
期
に
向
け
て
も
、
各
々
事
故

防
止
の
注
意
喚
起
を
お
願
い
す
る
。 

 

□
鳥
獣
対
策 

〇
カ
ラ
ス
対
策 

・
捕
獲
数(

4/1
～

11/15) 

681
羽 

 

□
そ
の
他 

〇
防
災
訓
練[

11/21(

金)

10:00
～] 

〇
取
締
役
会
［

12/18(

木)

8:30
～
］ 

〇
人
権
啓
発
教
材[

茨
木
市
人
権

推
進
企
業
連
絡
会] 

 ➢

管
理

セ
ン

タ
ー

は
同
会
の
会
員
企
業
。
同

会
が
提
供
す
る
人
権
啓
発
教
材
の

積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
す
る
。 

 

（
議
長
）
教
材
に
は
、
今
日
的
な
社

会
課
題
に
関
す
る
も
の
が
多
々
含
ま

れ
て
い
る
。
活
用
を
お
願
い
す
る
。 

 

■
協
会
か
ら
の
報
告 

□
２
階
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
側

溝
清
掃
（
西
田
安
全
部
会
長
） 

・
11/14(

金)

、
側
溝
清
掃
を
し
た
と
こ

ろ
大
量
の
吸
い
殻
が
捨
て
ら
れ
て

お
り
、
本
日
付
で
安
全
部
会
長
と
し
て

再
発
防
止
の
文
書
を
発
出
し
た
。
こ
れ

を
配
っ
て
く
だ
さ
り
、
各
社
・
団
体
の

従
業
員
を
は
じ
め
、
請
負
先
従
業
員
な

ど
場
内
に
勤
務
す
る
関
係
者
に
対
し

指
導
の
徹
底
を
お
願
い
す
る
。 

 

を
逸
脱
し
た
と
し
て
、
製
造
者
を
所

管
す
る
保
健
所
へ
通
知
し
た
。 

 

（
常
駐
代
表
者
）食
品
衛
生
法
違
反

の
通
知
を
受
け
た
自
治
体
は
ど
の

よ
う
な
措
置
を
と
る
の
か
。 

 

（
衛
検
）
徹
底
し
た
原
因
究
明
を

行
っ
た
う
え
で
、
該
当
事
業
者
に

対
し
、
改
善
を
強
く
指
導
す
る
（
場

合
に
よ
っ
て
は
、
当
該
品
の
回
収

等
を
命
じ
る
こ
と
も
あ
る
）。 

 

■
場
長
か
ら 

・
２
階
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
の

吸
い
殻
の
投
棄
は
残
念
。
同
日
の
大

掃
除
で
も
、
水
産
エ
リ
ア
で
ポ
イ
捨

て
吸
い
殻
の
増
加
を
実
感
し
た
。
各

事
業
者
に
お
い
て
、
喫
煙
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底
を
お
願
い
す
る
。 

11/20(

木)

、
標
記
会
議
が
開
催
さ
れ
、

府
の
再
整
備
案
に
お
け
る
冷
蔵
設

備
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

市
場
再
整
備
に
係
る 

情
報
交
換
会
（
第
２
回
） 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

優
勝
は
水
産
仲
卸
チ
ー
ム 

…

水
産
仲
卸
業
者…

 

初
戦
か
ら
圧
勝
で
し
た
。
お
見

事
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
議
長
）
各
社
に
お
い
て
喫
煙
ル
ー

ル
の
遵
守
徹
底
を
お
願
い
す
る
。 

 

□
今
後
の
諸
行
事
（
杉
本
局
長
） 

・
今
後
、
安
全
部
会
、
年
賀
交
歓
会
、

恵
比
須
講
、
交
通
安
全
講
習
会
、
人

権
研
修
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

す
る
。
各
位
の
ご
出
席
を
お
願
い
す

る
。
人
権
研
修
は
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」
を

テ
ー
マ
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

 

■
衛
検
か
ら
の
報
告
（
熊
井
所
長
） 

・
細
菌
検
査
に
お
い
て
、
８
月
に
検

査
し
た
「
ほ
た
て
貝
柱
」
が
生
食
用

鮮
魚
介
類
の
成
分
規
格
を
逸
脱
し

た
た
め
、
加
工
者
を
所
管
す
る
自

治
体
へ
食
品
衛
生
法
第
13
条
第
２

項
違
反
と
し
て
通
知
し
た
。
ま
た
、

９
月
に
検
査
し
た
弁
当
の
お
か
ず

の
う
ち
、「
ゼ
ン
マ
イ
の
煮
つ
け
」

か
ら
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
た
た

め
、
大
阪
府
食
品
衛
生
指
導
指
針

場
内
一
斉
大
掃
除 

11/14(

金)

、
場
内
一
斉
大
掃
除
を
実

施
し
ま
し
た
。
皆
様
、
お
疲
れ
様
で

し
た(

２
階
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
側

溝
清
掃
は
上
記
記
事
の
と
お
り)

。 

青
果
軒
下
通
り 

１
～
７
番
柱
間
舗
装
修
繕
工
事 

11/10(

月)

、
管
理
棟
７
階
で
、
青
果

組
合
と
管
理

セ
ン

タ
ー

が
、
仲
卸
業
者
に
対

し
標
記
工
事
の
説
明
会
を
行
い
ま

し
た
。
車
両
に
よ
る
雨
後
の
水
撥
ね

を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
再
舗
装

工
事
で
あ
り
、
２
月
～
３
月
に
か
け

て
最
長
７
日
間
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
期
中

は
、
通
行
の
制
限
や
荷
物
の
移
動
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
長
年
の
懸
案

⇦ ３ページへ続く 

を
解
消
す
る
も
の
と
し
て
、
施
工
に

対
し
出
席
者
か
ら
特
段
の
反
対
は

示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 


